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さ
ら
に
、
財
政
に
余
力
が

あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
物
価
高

騰
対
策
を
追
加
す
る
必
要
が

あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。 

 

今
津
寛
介
市
長
は
、
農
業

者
を
は
じ
め
、
市
民
や
事
業

者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
真
に

必
要
な
方
に
支
援
が
行
き
届

く
よ
う
、
速
や
か
に
必
要
な

対
策
を
進
め
、
市
民
や
事
業

者
を
支
え
て
ま
い
り
た
い
と

応
じ
ま
し
た
。 

市
議
会
議
員 

石

川
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ら 
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旭
川
市
議
会
第
２
回
定
例
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
な
ど
約
50
億
９
百
万

円
の
補
正
予
算
、
旭
川
市
立
大
学
の
定
款
を
定
め
る
条
例
な
ど
を
全
会
一
致
で
決
定
し
、
６
月

21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
、
農
家
支
援

な
ど
に
つ
い
て
大
綱
質
疑
や
補
正
予
算
特
別
委
で
質
疑
に
立
ち
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
は
、
物
価
高
騰

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
以
来
の
政

策
の
失
敗
が
大
き
な
原
因
で

あ
り
、
労
働
者
の
賃
金
が
下

が
り
、
年
金
が
削
ら
れ
る
な

か
で
市
民
に
は
大
変
厳
し
い

状
況
と
指
摘
し
、
今
後
は
保

育
園
や
大
学
生
の
支
援
な
ど

も
含
め
て
、
く
ら
し
や
営
業

の
実
態
に
即
し
た
支
援
を
提

案
し
ま
し
た
。 

 

農
家
へ
の
支
援
で
は
、
市

の
対
策
は
肥
料
の
高
騰
率
が

実
態
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
、
農
家
の
営

農
意
欲
の
喚
起
を
図
り
、
農

業
生
産
基
盤
を
守
る
た
め
に

は
、
今
後
の
追
加
支
援
を
求

め
ま
し
た
。 

 

第
２
回
定
例
会
で
共
産
党

が
提
案
し
た
「
食
料
自
給
率

の
向
上
を
求
め
る
意
見
書
」

 

５
日
、
日
本
共
産
党
旭
川

市
議
団
が
ペ
ー
パ
ン
川
氾
濫

に
よ
る
被
災
者
支
援
を
旭
川

市
に
要
請
し
ま
し
た
。 

 

６
月
２
９
日
朝
、
ペ
ー
パ

ン
川
が
溢
れ
て
付
近
の
住
宅

が
水
に
浸
か
り
、
農
地
や
ハ

ウ
ス
な
ど
に
大
き
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。 

 

党
市
議
団
は
当
日
、
現
地

に
入
り
被
災
者
の
お
見
舞
い

と
と
も
に
、
周
辺
の
被
害
状

況
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

北
海
道
の
災
害
復
旧
工
事

の
最
中
で
、
本
流
の
弱
い
部

分
か
ら
越
水
し
新
し
い
河
道

に
入
り
、
下
流
に
つ
な
い
で

い
な
い
た
め
に
水
が
溢
れ
だ

し
、
被
災
者
の
方
に
一
気
に

向
か
っ
て
い
っ
た
と
見
ら

れ
、
単
な
る
自
然
災
害
と
は

言
え
な
い
状
況
で
す
。 

 

被
災
し
た
農
家
で
は
田
ん

ぼ
、
乾
燥
機
な
ど
の
農
機
具

も
水
に
浸
か
り
、
ハ
ウ
ス
の

倒
壊
、
自
宅
も
含
め
て
数
千

万
円
の
被
害
、
個
人
で
は
賄

い
き
れ
な
い
状
況
で
す
。 

 

別
の
家
で
は
、
「
生
活
の

道
具
は
一
切
使
え
な
い
。
前

回
の
災
害
で
全
部
買
い
な
お

し
た
の
に
、
ま
た
ダ
メ
だ
」

と
肩
を
落
と
し
ま
し
た
。 

 

旭
川
市
が
被
災
者
の
立
場

に
立
っ
て
、
生
活
用
品
の
早

急
な
整
備
、
営
農
を
継
続
で

き
る
対
策
を
と
る
こ
と
。
大

雨
の
時
期
で
あ
り
、
早
急
に

再
発
防
止
策
を
と
り
な
が

ら
、
原
因
究
明
を
は
か
る
よ

う
北
海
道
に
要
請
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。 

菅
野
副
市
長
に
要
請
書
を
手

渡
す
共
産
党
市
議
団
ら 

 ６月５日北海道護国神社慰霊大祭に今

津寛介市長が参列したことで、石川厚子

議員が政教分離に反すると追及しました。 

 市長は当日、「旭川市長」と記されたリボ

ンを着けて、「旭川市長、今津寛介」と呼ば

れて玉ぐし奉てんを行いました。「私人なら

断るべきではなかったのか」と質し、市長

は「神社側には事前に、私人として参拝さ

せていただくと伝えていた。主催者側の案

内に従って対応した」と答えました。 

 また、「正教分離の原則に反するのでは

ないか」と質すと、市長は「個人としては信

教の自由もある。正教分離の原則は市長

として遵守すべきと考えているが、私人と

して参拝したので、政教分離に反するもの

ではない」と強弁しました。 

 石川議員は、「常に『市長』と言われる立

場にあることを踏まえ、護国神社慰霊大祭

参拝は自粛すべき」と述べました。 

が
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。 

 

道
北
勤
医
協
労
働
組
合
か

ら
要
請
を
受
け
て
共
産
党
が

提
案
し
た
「
安
全
・
安
心
の

医
療
・
介
護
、
福
祉
を
実
現

し
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
の
意
見
書
」
と
、

同
じ
く
共
産
党
が
提
案
し
た

「
急
激
な
物
価
高
騰
か
ら
暮

ら
し
と
営
業
を
守
る
意
見

書
」
、
共
産
党
と
民
主
会
派

が
共
同
提
案
し
た
「
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
・
負
担
率
２
分
の
１
へ
の

復
元
、
３
０
人
以
下
学
級
な

ど
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
と

就
学
保
障
の
実
現
に
向
け
た

意
見
書
」
の
３
本
は
、
自
民

会
派
と
公
明
党
が
反
対
し
ま

し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。 

 

中
心
市
街
地
の
対
象
と
な

る

区

域
内

に
、
家

屋
を

新

築
、
増
築
ま
た
は
大
規
模
改

修
を
行
う
場
合
、
固
定
資
産

税
の
額
を
最
長
５
年
間
、
２

分
の
１
に
減
額
す
る
の
が
不

均
一
課
税
制
度
で
す
。 

 

２
０
２
２
年
度
は
、
こ
の

制
度
に
２
件
が
適
用
に
な

り
、
１
件
目
は(

株)

前
田
住

設
で
軽
減
税
額
が
約

32

万

円
、
２
件
目
は(

株)

ツ
ル
ハ

で
軽
減
税
額
が
約
１
千
百
万

円
で
す
。 

 

こ
れ
だ
け
多
額
の
軽
減
措

置
が
行
わ
れ
、
税
の
公
平
性

が
保
た
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
、
今
後
も
こ
の
制
度
を

継
続
し
て
い
く
の
か
認
識
を

質
し
た
と
こ
ろ
、
今
津
市
長

は
「
本
制
度
は
、
５
年
間
の

時
限
的
措
置
と
し
て
制
度
化

し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
も

本
制
度
を
活
用
し
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 


